
困難を抱える女性のための支援等事業【広島県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 1,232 千円

交付金額 584 千円

事業番号 ３

令和３年度に（公財）広島県男女共同参画財団が「新型コロナウイルス禍が
及ぼす影響について」のアンケート調査を行ったところ、女性回答者の33.5％が

収入面でマイナスの影響を受けており、併せて、生活様式の変化により、友達
と会えなくなった（74.4％）、気持ちが沈んでいる（33.6％）、家事育児負担が増
加した（23.5％）といった問題を抱えているという回答も目立った。

こうしたことから、コロナ禍で複合的な悩みを抱える女性一人ひとりの境遇に
応じ、孤立することなく安心して暮らせる支援が必要である。

【目的】

困難や不安を抱える女性等の社会参画に向け、専門家の知見を活用しな
がら、寄り添った支援を提供する相談体制の充実・確保を行う。

【目標】

臨床心理士・弁護士による無料相談会の参加者数（アウトプット）：４０人

〇 多様な課題や複雑・困難な問題に向き合い、寄り添った相談支援が行える
よう，臨床心理士，弁護士といった専門家による相談会を無料で実施した。
〇 従前から財団の相談業務等と連携実績があり、女性問題に強い臨床心理
士、弁護士を2名づつ配置するとともに、事前予約制とし、1組当たり1時間と十
分な時間を確保することで、相談者が自らの課題に向き合ったり、解決への道
のりを一緒に考えたりする後押しができるよう工夫した。

○ 相談会の実施は、女性問題の相談対応に実績を持つ（公財）広島県男女
共同参画財団に委託した。

○ 相談会に配置した専門家は、従前から財団の相談業務等で連携協力い
ただいている弁護士・臨床心理士に依頼した。
○ 広報周知については、市町やDV被害者支援窓口等の専門機関及びマス
コミを通じて実施した。

【実績】
無料相談会への参加者実績：３２組
（親族やパートナー同伴による参加もあったため、組数でカウント）

【評価】
〇 全ての相談枠が埋まり、本事業のニーズの高さが窺えた。

〇 相談後のアンケート結果で、８割以上の相談者から「満足」との回答が得ら
れた。

〇 自由意見欄においても、「アドバイスをいただけてとても心強かった。」「自分
では気づかなかったことを教えてもらった。」など前向きな意見が多かった。

○ ニーズの高さを踏まえ、相談枠の拡充などの対応が必要である。

○ 社会情勢の変化などにより，相談内容が複雑多様化していることから，内
容を分析し，相談者のニーズに対応できる分野の専門家と、新たに連携する
必要がある。



事業の概要

○困難を抱える女性等を対象に，多様な課題や問題に向き合えるよう寄り添った相談支援を行う
ため，臨床心理士，弁護士による相談会を令和４年９月と令和５年２月の２回開催した。

実施日
・令和４年９月23日（祝） 13：00～17：00
・令和５年２月23日（祝） 13：00～17：00

内容
・弁護士相談… DV、夫婦・家族問題、職場問題、ハラスメントなど
・臨床心理士相談…夫婦、子ども、対人関係、こころの不調など

会場：エソール広島（広島県女性総合センター）

第1回相談会チラシ 第２回相談会チラシ
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